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─ドコモグループとなり２年めを
むかえていかがでしょうか。
黒岩　昨年は、NTTコムウェア創業
25周年の節目の年であり、ドコモ・
システムズと統合し、ドコモ・デー
タコムをグループに迎え、新たなス
タートを切ることができました。当
社はICTの進化により世界が大きく
変化する中、ソフトウェアのプロフ
ェッショナル集団として、新たな市
場・サービスの創出と積極的な技術
革新によりお客さまの事業成長を支
え続けてきました。これからも、ソ
フトウェア開発力をはじめとした技
術の力で、あらゆる人・もの・コト
が自由につながる、人と社会にやさ
しい未来を描き心がつながる豊かな
世界の実現に貢献していきます。
ドコモグループの一員として、先
進的なデータ活用等による顧客・
ユーザ体験（CX/UX）価値向上へ
の貢献や、さらなる業務効率化によ
るコスト低減といった、統合シナ
ジーをいっそう加速させ、2年めの
改革を進めていきます。

─NTTコムウェアの現在の事業
方針についてお聞かせください。

黒岩　事業環境の変化を踏まえ、昨
年「コムウェア・アイデンティティ」
と「コーポレートメッセージ」を刷
新、「コムウェア新宣言」を新たに定
めました（図1）。
「コムウェア・アイデンティティ」
は「私たちは、未来を技術の力でデ
ザインし、心がつながる豊かな世界
を実現します。」と、当社の存在意義、
大切にしたい価値観、ありたい姿を
表現した言葉です。
その「ありたい姿」を実現するた
めに、「コムウェア新宣言」と「サ
ステナビリティ活動方針」を策定し
ました。「コムウェア新宣言」は
2027年度までに当社が取り組む具
体的な事業の方向性を示していま
す。経済的価値を生み出す事業活動
に環境や社会課題の解決を組み込
み、新たな価値を創出する取り組み
は、これからの企業の持続的な成長
に欠かせないものであり、この 2
つを密接不可分なものとして取り組
んでいくことが重要と考えていま
す。そして社員一人ひとりが「ドコ
モグループ行動原則」に基づき自ら

考え行動し「あなたと世界を変えて
いく。」の実現に向けて挑戦してい
きます。

─「コムウェア新宣言」とは具体
的にどのようなものなのでしょう
か。
黒岩　新コムウェアグループは、「あ
るべき姿」を「NTTグループの総合
ICT事業をソフトウェア技術で牽引
し、あなたと世界を変えていくソリ
ューションビジネスパートナー」と
定義し、お客さまに、世界に、新たな
価値を提供し続けるため、主に３つ
の柱で事業運営に取り組んでいきま
す。１つめは「新たな価値創出、社会・

新ドコモグループとして、ドコモ・システムズと統合、ドコモ・データコムを新たにグループに迎えたNTTコムウェア。
新コムウェアグループとして「コムウェア・アイデンティティ」をはじめ、「コムウェア新宣言」を策定。お客さまに、世
界に、新たな価値を提供し続けるためのNTTコムウェアの取り組みについて黒岩社長にお話を伺った。
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産業構造変革を引き起こし、ドコモ
グループのビジネス拡大を牽引する
こと」。２つめは「社会インフラの
担い手として、次世代に向けネット
ワーク・プラットフォームを高度化
すること」そして３つめに「NTTグ
ループのDXを主導し、その成果を
お客さまへ提供していくこと」です。

─「新たな価値創出、社会・産業
構造変革を引き起こし、ドコモグル
ープのビジネス拡大を牽引」とはど
のような取り組みでしょうか。
黒岩　新たなビジネス価値・未来の
ライフスタイルを創出していくため
に、NTTドコモのサービス提供に
おけるスクラム開発への参画、そし
て横断的なデータ活用による顧客・
ユーザ体験（CX/UX）価値向上、

んでいきます。

─次世代にむけたネットワーク・
プラットフォーム高度化とは具体的
にどのような取り組みでしょうか。
黒岩　これまでに培ってきたNTT

グループが提供する信頼性の高い通
信インフラを支えるシステム群の開
発、および長年の維持運用で蓄積し
たノウハウ・技術をアセットとして
結集し、Operation Support System

（OSS）ソリューションとして国内
外のお客さまに向けて展開する検討
を進めています。市場や運用高度化・
標準化等を通じて得た知見を IOWN

構想の具現化に反映する取り組みを
進めていきます。
また、社会インフラの維持・高度
化としての PSTNマイグレーション
についても完遂に向け着実に対応を
進めていきます。ドコモグループの
Buisiness Support System（BSS）等
においてはアジリティ向上に取り組
み、さらにDXを加速していきます。

─NTTグループの DX実現のた
めに期待される役割はどのようなも
のでしょうか。
黒岩　NTTグループのDXに向けた
共通の ITシステム導入については、
確実なサービス開始に向け取り組
み、NTTグループの競争力強化、全
体最適を牽引していく役割を果たし
ていきます。

─本日はありがとうございました。

ビジネス拡大に向け取
り組んでいきます。サー
ビス開発における“Time 

to Market”の短縮をめざ
して、アジャイル開発の
プロセス改善、標準化等
でも価値を発揮していき
ます。
データサイエンスや
アジャイル人材につい
ては NTTドコモ、NTT

コミュニケーションズ
との合同研修プログラ
ムをはじめ、実践型の育
成強化にも引き続き注
力しており、2022年度
末のデータサイエンス
人材 3000名の目標は前
倒しで達成、アジャイル
人材 2200名の目標も順

調に達成する見込みです。

─価値協創を通じて、社会課題を
解決するソリューションビジネスを
強化されるとのことですが、具体的
にはどのように取り組まれているの
でしょうか。
黒岩　ドコモビジネスとして、社会
インフラのメンテナンスを支える
「SmartMainTech（スマートメイン
テック）」、ビジネスに必要なコラボ
レーションを最適化する「Collabo 

Work Solution（コラボワークソリ
ューション）」、持続可能な街づくり
に向けた「GreenUs（グリナス）」（本
誌P.90にて紹介）等をはじめとす
るマーケットイン型ソリューション
等のソリューションラインアップを
拡充させながら、グループ各社、パ
ートナー企業とともに連携し、社会
課題の解決、ビジネス拡大に取り組
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